
ＪＲ東海労ニュース

本日の『東京新聞』で、労働関係の法改正がされてきたにもかかわ
らず、現場の労働者の声・意見が反映されず不満が漏れている、と報
道しています。その中では、改正高年齢者雇用安定法にも触れていま
す。特に注目すべきは、大阪市に住む鉄道会社勤務の男性（53）が、
「（再雇用されない理由は）確認の指先と視点が一致していない…こ
れでは会社のやりたい放題。明確な基準づくりが必要なのに、詰めた
議論がない」と批判している実例をあげ、このような現場の声が届い
ていないと指摘しています。法の「抜け道」を利用し、本来の法の趣

旨に反する運用
がまかり通って
いることに懸念
を抱いています。

この、東京新
聞の指摘からす
ると、ＪＲ東海
が再雇用基準を
つくり運用する
ことも、全く法
の趣旨にそぐわ
ない、と言える
のではないでし
ょうか。ＪＲ東
海は、労働組合
差別のための恣
意的判断による
再雇用基準を撤
廃し、希望する
全ての社員が65
歳まで安心して
働ける制度をつ
くるべきです。

改正高齢法の趣旨に従い、
希望者全員を65歳まで雇用せよ！

『
東
京
新
聞
』
が
労
働
関
係
法
の
問
題
点
を
指
摘
！
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